
 

 

北 海 道 社 会 教 育 セ ミ ナ ー 
＜研究テーマ＞持続可能な社会の実現に向け、地域の可能性を引き出す学びをつくる社会教育のあり方 

１ 趣旨  地域づくりや人づくりを推進する生涯学習・社会教育の中核を担う社会教育主事等の専門性を高める

とともに、関係する行政職員（生涯学習関連施設を含む）や社会教育委員等各種委員、社会教育団体関

係者等が一堂に会して、地域の生涯学習・社会教育を推進する上での課題と、その解決に向けた方策に

ついて理解を図る。 

２ 主催 北海道立生涯学習推進センター 

３ 後援 北海道社会教育主事会協議会 

４ 期日 令和８年（2026 年）５月 28 日(木)、29 日(金) 

５ 会場 道民活動センタービル「かでる２・７」（札幌市中央区北２条西７丁目） 

６ 対象 市町村及び市町村教育委員会事務局職員、各種審議会委員（社会教育委員、生涯学習審議会委員等）、

社会教育関係団体職員、生涯学習関連施設職員（公民館主事、司書、学芸員）、社会教育士 等 

７ 定員 対面 150 名、オンライン 50 名 

８ 日程及び研修内容 
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○ １日目の受付は９:30 からとなります。終了時刻は 17:00 予定です。 
○ 基調講演のみオンライン配信します。 
○ ２日目の受付（９：15）は各会場となります。 

 ○ ２日目の全体会と閉会は「かでるホール」で行います。 基礎講座（ウ） 

 

９ オンライン参加の方法 
  Web 会議システム Zoom を使用して配信します。参加には、インターネットに接続できる環境、機器（PC、タブ 

レット端末、スマートフォン等）が必要となります。接続に要する回線使用料は参加者の負担となりますので、 
使用される回線の契約内容等を事前に御確認ください。 

10 申込方法 
右の二次元コードから必要事項を記入の上、送信してください。申込受付後、自動返信メールが 
届かなかった場合、受理されていない可能性がありますので、下記問合せ先まで御連絡ください。 
【申込締切：５月 20 日（水）16：00】 

11 注意事項・その他 
(1) DX 化、ペーパーレス等の観点から、資料については事前にメールで送付しますので、各自必要な準備を 

してください。送付時期については、５月 26 日頃を予定しております。 
(2) 本事業で収集した個人情報は、個人情報の保護に関する法律その他関係規定に基づき適切に取り扱うとと 

もに、目的以外には使用しません。ただし、本事業内で撮影した写真、動画、協議内容等は、本事業の記録 
として、当センターホームページ等で使用する場合がありますので、予め御了承ください。  

   (3) 各種事業や資料の展示を希望する場合は、参加申込時にお申し込みください。展示場所はホール前のホワ 
イエです。展示の準備（５月 27 日 15:00～17：00）と撤収（５月 29 日 13:00 まで）等の作業は、展示者（団
体）が行ってください。 

(4) 昼食は各自でご用意ください。（昼食の斡旋はありません） 
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(1) 基 調 講 演「これからの社会教育人材のネットワークづくりに向けて」 

 講師：文部科学省 地域学習推進課 課長補佐 齊 藤 陽 介 氏 

(2) テーマ説明「研究テーマ『持続可能な社会の実現に向け、地域の可能性を引き出す学びをつくる社会教育のあり方』について」 

北海道立生涯学習推進センター 

(3) 研 究 協 議「持続可能な社会教育推進に向けた評価指標の整理と社会教育人材ネットワークの構築」 

Ａ「ひと」 Ｂ「環境」 Ｃ「事業構成」 

進行：北海道教育庁関係教育局 
※上記 A～C のグループ分けは、R8.２月地域生涯学習活動実践交流セミナーの研究協議で示された方策に係る視点です。 

(4) 基 礎 講 座「社会教育事業のいろは」 

ア「アイスブレイクの意義と手法」             講師：北海道教育庁上川教育局 

イ「市町村社会教育主事の役割と今後の方向性」       講師：北海道教育庁関係教育局 

ウ「社会教育士の活動事例：ヒトとヒグマの社会課題解決に向けた普及・啓発事業と社会教育士のネットワークづくり」                  

講師：特定非営利活動法人 TSUNAGU 理事長 中 島 明 子 氏 
※基礎講座受講対象：「社会教育主事講習」未修了且つ社会教育行政経験３年未満の参加者 

※社会教育士の称号をお持ちの方は、研究協議若しくは基礎講座のいずれかを申込時に選択 

（お問合せ先）北海道立生涯学習推進センター（担当 松本、森、斉藤、冨居、成田） 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目 道民活動センタービル「かでる２・７」８階 
TEL：011-204-5782  FAX ：011-261-7431 
WEB：https://manabi.pref.hokkaido.jp/  E-mail：shougai.12@pref.hokkaido.lg.jp 



基調講演

お問合せ先

北海道立生涯学習推進センター（担当：松本、森、斉藤、冨居、成田）
〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目 道民活動センタービル「かでる２・７」８階
Tel：011-204-5782 Email：shougai.12@pref.hokkaido.jp Web：https://manabi.pref.hokkaido.jp/center/

「これからの社会教育人材の
ネットワークづくりに向けて」

講師：文部科学省 地域学習推進課 課長補佐 齊 藤 陽 介 氏

時間：５月2８日 10：15～11：45

※基調講演はオンライン配信も行います

〈研究テーマ〉５か年計画の４年次

「持続可能な社会の実現に向け、
地域の可能性を引き出す学びをつくる社会教育のあり方」

選択プログラム

主催 北海道立生涯学習推進センター・後援 北海道社会教育主事会協議会

申込締切：５月20日（水）16：00

会場 道民活動センタービル「かでる２・７」

右の二次元コードから必要事項を記入の上、送信してください。

申込

【研究協議】「持続可能な社会教育推進に向けた評価指標の整理と社会教育人材ネットワークの構築」

Ａ「ひと」 Ｂ「環境」 Ｃ「事業構成」 進行：北海道教育庁関係教育局

※上記A～Cのグループ分けは、R8.２月地域生涯学習活動実践交流セミナーの研究協議で示された方策に係る視点です。

【基礎講座】「社会教育事業のいろは」

ア「アイスブレイクの意義と手法」 講師：北海道教育庁上川教育局

イ「市町村社会教育主事の役割と今後の方向性」 講師：北海道教育庁関係教育局

ウ「社会教育士の活動事例：ヒトとヒグマの社会課題解決に向けた普及・啓発事業と社会教育士のネットワークづくり」

講師：特定非営利活動法人TSUNAGU理事長 中 島 明 子 氏

※基礎講座受講対象：「社会教育主事講習」未修了且つ社会教育行政経験３年未満の参加者

※社会教育士の称号をお持ちの方は、研究協議若しくは基礎講座のいずれかを申込時に選択


